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	発言通告書

	令和　２年　１２月　１６日
志太広域事務組合議会議長　大石　保幸　様

志太広域事務組合議会議員

氏名　石井　通春　　㊞

次のとおり通告します。

	※　発言の種別
	質　疑　　　一般質問（　一括　／　一問一答（２回目以降））
緊急質問　　討　論


	議案番号
	質疑事項
	答弁を求める者　　管理者

	第14号議案
令和2年度
志太広域事務組合
一般会計補正予算
第3号


	藤枝環境管理センター工事における地中障害物除去のための工事費用上乗せの補正予算
1 報告が今になった点について
これまでの全員協議会での報告では、工事はすべて順調で95%完了しているとの事で、今回の追加工事については何ら報告がなかった。工事完了後の今日になって予算を提出する（議会に事実を知らせる）事になったのはなぜか。
2 業者言いなりになっていないか
１：業者と組合が締結した要求水準書（現：契約書）の工事条件中には、(2)地中障害物として、「地中障害物の存在が確認された場合は、監督員の承諾により受注者の負担において適切に処理する」と明確に業者負担としている。
　また、契約前のヒアリングにおける業者と組合の問答記録によると、業者は「組合の土地上に建設するものであり受注者においてコントロールできるものではない。よって組合において負担願いたい」と聞いているが、組合は「協議によるものとします」として負担を明言していない。
　今回の組合負担は自ら契約している内容に反するものではないか。納税者の立場での説明を求める。
２：費用負担2739万となっている根拠はどこにあるのか。工事費全体がいくらで、どこまでが業者負担でどこまでが組合負担としているのか。その根拠はどこにあるのか。
3 再発防止の取組
１：過去に斎場建設で今回と同様の事態を組合はしている。大型の工事を請負う組合としてこの事態をどう捉えているか。また、再発防止の取組が具体的に求められているのではないか。
２：今回のように業者から工事費上乗せが要請された場合、その工事が必要かどうか志広組でどれだけ検証できるのか。対等に渡り合える仕組みがあるのか。


	


（注）　１．質問の要旨は具体的に記載してください。

　　　　２．※欄は事務局記入欄です。
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